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2

月

日
、「
ま
つ
ざ
き
マ
イ
ド

１０

２２

リ
ー
ム
２
０
１
６
発
表
会
」
が
、

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

で
１
０
０
人
を
超
え
る
参
観
者
を

集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
町
の
将
来
を

担
っ
て
い
く
若
い
世
代
に
、「
ふ
る

さ
と
松
崎
」
に
つ
い
て
の
思
い
や

願
い
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
や
、
町
を
盛
り
上
げ
て
い

く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
自
由
な
発
想
で

提
案
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

持
ち
、
開
催
し
た
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
小
学
校
５
年
生
か

ら
高
校
生
ま
で
の

人
が
、
緊
張

１２

し
た
面
持
ち
の
中
に
も
自
分
の
町

へ
の
思
い
や
、
町
の
こ
れ
か
ら
に

対
す
る
夢
や
希
望
を
し
っ
か
り
と

持
っ
て
主
張
し
て
い
ま
し
た
。

発
表
会
は
、
松
崎
中
学
校
の
藤

井
俊
輔
さ
ん
と
眞
野
陽
世
さ
ん
の

司
会
進
行
で
行
わ
れ
、
発
表
者
か

ら
は
、
人
口
問
題
や
そ
れ
に
伴
う

自
治
体
消
滅
の
不
安
、
雇
用
の
創

出
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
課
題
等
、

子
ど
も
な
が
ら
に
も
町
の
課
題
を

よ
く
捉
え
た
発
表
が
多
く
、
将
来

の
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
日

常
生
活
の
中
で
大
人
が
感
じ
る
よ

う
な
視
線
で
町
を
見
て
い
る
こ
と

や
、
町
の
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
こ
ん
な
町
に
し
た
い
」「
僕
が
松

崎
町
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何

が
あ
る
か
」
等
、
夢
や
希
望
の
あ

る
発
表
や
、
町
の
た
め
に
力
を
尽

く
し
た
い
と
い
う
郷
土
愛
に
満
ち

た
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。
講
評
に

立
っ
た
齋
藤
町
長
も
町
を
よ
り
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
豊
か
な
ア
イ

デ
ィ
ア
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
こ
の
よ
う
な
発
表
会

を
通
し
て
語
ら
れ
た
小
学
生
や
中

高
生
の
発
表
を
参
考
に
し
て
、
町

お
こ
し
を
進
め
た
事
例
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
発
表
会

を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
若
い
世

代
の
柔
軟
な
発
想
力
が
生
か
さ
れ
、

松
崎
町
が
ま
す
ま
す
活
気
に
満
ち

た
魅
力
あ
る
町
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
表
会
を

き
っ
か
け
に
町
の
現
状
に
目
を
向

け
て
、
若
い
世
代
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
み
ん
な
で
町
の
将
来
に
つ
い

て
語
り
合
う
雰
囲
気
が
、
町
全
体

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

発表者の皆さん

発表者の稲葉花奏さん司会の藤井さん（右）、眞野さん（左）

【
発
表
者
お
よ
び
タ
イ
ト
ル
】

○
松
崎
小
学
校

・
稲
葉

花
奏
さ
ん
（
５
年
生
）

か

な
で

「
や
さ
し
さ
の
あ
ふ
れ
る
松
崎
町
」

・
窪
田

倖
花
さ
ん
（
５
年
生
）

さ
ち

か

「
美
し
い
松
崎
町
の
川
」

・
梅
木

涼
り
ょ
う

太
く
ん
（
６
年
生
）

た

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く

る
」

・
石
田

彩
さ
ん
（
６
年
生
）

あ
や

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
松
崎
を
め
ざ
し

て
」

○
松
崎
中
学
校

・
土
田

倫
生
佳
さ
ん
（
１
年
生
）

り

お

か

「
安
心
と
魅
力
あ
る
松
崎
町
」

・
中
村

洸
太
さ
ん
（
１
年
生
）

こ
う

た

「
活
気
あ
ふ
れ
る
松
崎
町
に
す
る

た
め
に
」

・
菊
地

直
央
さ
ん
（
２
年
生
）

な

お

「
松
崎
の
た
め
に
僕
が
で
き
る
こ

と
」

・
田
中

優
羽
さ
ん
（
２
年
生
）

ゆ

う

「
松
崎
町
を
お
年
寄
り
が
活
躍
す

る
町
に
」

・
高
橋

穣
じ
ょ
う

司
さ
ん
（
３
年
生
）

じ

「
ホ
ッ
ト
マ
ツ
ザ
キ
」

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

・
新
田

真
依
さ
ん
（
３
年
生
）

ま

い

「
松
崎
町
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
」

○
下
田
高
校

・
新
田

英
里
さ
ん
（
１
年
生
）

え

り

「
松
崎
町
に
求
め
る
こ
と
」

○
松
崎
高
校

・
稲
葉

柾
成
さ
ん
（
１
年
生
）

ま
さ

し
げ

「
今
後
の
松
崎
町
に
つ
い
て
」

ま
つ
ざ
き
マ
イ
ド
リ
ー
ム
２
０
１
６
発
表
会
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月

日
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

１１

１７

化
ホ
ー
ル
に
て
、
松
崎
町
功
労
者

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
松
崎
町
表
彰
条

例
に
基
づ
き
、
町
の
政
治
や
福
祉

等
、
各
分
野
に
お
い
て
、
町
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た

た
え
る
も
の
で
す
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。

多
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
、
犯
罪
の
予
防
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
者
の
自
立
更
生
等
に
尽
力

し
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
。

北

区

渡
辺

惇
さ
ん

わ
た

な
べ

あ
つ
し

（
現

保
護
司
）

多
年
に
わ
た
り
、
松
崎
旧
港
等

で
の
清
掃
活
動
や
盆
踊
り
等
の
行

事
を
開
催
し
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
に
貢
献
。

松
崎
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

模
範
行
為

美橋周蔵会長（左）と美橋靖副会長（右）

多
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
、
犯
罪
の
予
防
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
者
の
自
立
更
生
等
に
尽
力

し
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
。

吉

田

鈴
木

公
康
さ
ん

す
ず

き

ま
さ

や
す

（
現

保
護
司
）

平成２８年度松崎町功労者表彰式にて

多
年
に
わ
た
り
、
有
害
鳥
獣
駆

除
に
携
わ
り
、
農
作
物
や
土
地
の

安
全
を
守
る
と
と
も
に
、
農
産
業

の
振
興
に
貢
献
。

賀
茂
猟
友
会
松
崎
分
会

有
害
鳥
獣
駆
除

多
年
に
わ
た
り
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
作
り
や
居
場
所
作
り
を
継

続
し
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
。

企
業
組
合

蔵
ら

社
会
福
祉
、
産
業
振
興
へ
の
貢
献表彰状を受け取る渡辺さん

善

行

表

彰

有

功

表

彰

感

謝

状

松
崎
町
功
労
者
表
彰

表彰式の様子

「
松
崎
町
石
部
地
区
棚
田
保
全
推

進
委
員
会
」
が
、「
平
成

年
度
静

２８

岡
県
知
事
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。こ

の
賞
は
、
静
岡
県
内
で
産
業

開
発
振
興
・
社
会
福
祉
・
治
安
維

持
等
の
分
野
に
お
い
て
、
社
会
・

公
共
の
発
展
の
た
め
に
大
き
く
貢

献
し
た
個
人
ま
た
は
団
体
に
贈
ら

れ
ま
す
。

今
年
は

の
個
人
お
よ
び
団
体

５０

が
受
賞
し
、
同
保
存
会
は
「
地
域

活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
善
行
功

労
」
の
分
野
で
、「
長
年
に
わ
た

り
、
棚
田
の
保
全
活
動
を
継
続
し
、

美
し
い
景
観
の
形
成
や
交
流
人
口

の
拡
大
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
し
た
」
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

月
３
日
に
静
岡
県
庁
で
行
わ

１１
れ
た
表
彰
式
に
は
、
美
橋
周
蔵
会

長
と
美
橋
靖
副
会
長
が
出
席
し
、

川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
か
ら
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
知
事
表
彰
受
賞

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４
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※１人当たりの値は、９月３０日現在の人口７，０３３人で計算しています。

（ ７２．９％）
１５億２，０３７万７千円
１１億 ８６８万９千円

地方交付税

（ ５９．８％）
６億４，８２１万３千円
３億８，７７２万４千円

町 税

（ ０％）
５億１，０１６万１千円

０千円
町 債

（ １７．７％）
２億７，１７２万６千円
４，８１６万円

国庫支出金

（ ４．５％）
２億１，９９６万１千円

９９７万６千円
県 支 出 金

（ ４９．７％）
１億４，７００万円
７，３０８万１千円

地方消費税
交 付 金

（ ３８．１％）
１億２，３３６万１千円
４，７００万１千円

諸 収 入

（１７５．６％）
１億円
１億７，５５７万２千円

繰 越 金

（ ３２．７％）
６，７８０万６千円
２，２１６万８千円

使用料及び
手 数 料

（ ５３．８％）
２億３，４５０万５千円
１億２，６２６万１千円

繰越明許費

（ １０．２％）
３億 ３２７万８千円
３，０８８万２千円

そ の 他

（ ４２．４％）
８億３，７３１万４千円
３億５，５２９万７千円

民 生 費

（ ３０．４％）
８億 ９５９万９千円
２億４，６４５万円

総 務 費

（ ３６．８％）
５億７，１１１万４千円
２億１，０３７万５千円

教 育 費

（ ３５．３％）
４億２，６８３万９千円
１億５，０７７万１千円

衛 生 費

（ ４９．７％）
２億９，７６５万３千円
１億４，７９７万１千円

公 債 費

（ ２５．５％）
２億３，７３６万４千円
６，０５０万８千円

農林水産業費

（ ５１．６％）
２億３，１７６万円
１億１，９６７万円

消 防 費

（ １６．２％）
２億２，６２６万５千円
３，６７１万２千円

土 木 費

（ ４１．０％）
２億 ４１０万３千円
８，３７８万円

商 工 費

（ ３３．５％）
２億３，４５０万５千円
７，８６０万５千円

繰越明許費

（ ３５．７％）
６，９８７万２千円
２，４９５万１千円

そ の 他

9月３０日現在の基金（町の貯金）と町債（町の借金）の状況
●町の貯金（財政調整基金等、１４基金）

１９億５８９万７千円

町民１人当たり約２７万１千円

●町の借金

３０億５，２１９万７千円

町民１人当たり約４３万４千円

【問合せ】総務課（４２）３９６３

４１億４，６３８万８千円 上段：予算額

２０億２，９５１万４千円 下段：収入済額（ ）：収入率（４８．９％）

４１億４，６３８万８千円 上段：予算額

１５億１，５０９万円 下段：支出済額（ ）：支出率（３６．５％）
歳出

平平成成2288年年度度 一般会計 上期執行状一般会計 上期執行状況況

町民１人当たりでは

歳歳歳歳歳歳歳入入入入入入入

平成２８年９月３０日までに

納めていただいた税金（町税）約５万５千円

平成２８年９月３０日までに

使ったお金 約２１万５千円

町の財政状況

平成２８年度の４月１日から９月３０日までの一般会計の執行状況をお知らせします。
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創立記念講演の様子

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
度

目
の
と
き
は
緊
張
等
で
自
分
の
ベ

ス
ト
な
動
き
が
で
き
ず
、
満
足
で

き
な
い
結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
東
海
大
会
は
愛
知
の
競

技
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
も
緊

張
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
大

会
ま
で
の
短
い
期
間
で
、
自
分
の

動
き
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
、
自

信
を
持
っ
て
本
番
に
望
め
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
。
当
日
は
、
自

己
ベ
ス
ト
を
狙
い
ま
す
。

〈
東
海
大
会
の
結
果

３
位
〉

（
笹
子
さ
ん
）

県
大
会
で
は
思
う
よ
う
な
投
げ

が
で
き
ず
３
位
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
東
海
大
会
で
は
冷
静
に

な
り
普
段
以
上
の
投
げ
を
し
て
優

勝
を
狙
い
ま
す
。

〈
東
海
大
会
の
結
果

５
位
〉

松
崎
高
校
広
報
～
西
豆
と
共
に
～
（
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
）

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
会

長
と
い
う
大
役
を
受
け
、
こ
れ
か

ら
の
松
高
を
よ
り
前
進
・
活
性
化

さ
せ
る
べ
く
、
松
高
全
体
を
引
っ

張
っ
て
い
く
と
い
う
新
た
な
気
持

ち
も
含
め
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
先
生
方
や
生
徒
の
皆
さ

ん
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
生

徒
会
活
動
や
高
校
生
活
を
通
じ
て

松
高
と
共
に
自
身
も
成
長
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
一
番
に
力
を
入
れ
て
や
っ

て
い
き
た
い
こ
と
は
行
事
改
革
で

す
。
双
獅
祭
や
体
育
大
会
等
の
学

校
行
事
を
例
年
以
上
に
盛
り
上
げ

る
た
め
、
初
期
段
階
か
ら
の
企
画

に
始
ま
り
、
何
度
も
話
し
合
う
こ

と
や
検
討
を
重
ね
、
実
現
・
実
行

で
き
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
で

き
た
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
自
分
た

ち
ら
し
い
「
松
高
の
色
」
が
出
せ

る
よ
う
に
、
松
高
に
新
た
な
風
を

吹
き
込
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１１月１８日「校内球技大会」の様子

生
徒
会
長

２
年
生

石
田

蘭
さ
ん

（
松
崎
中
学
校
出
身
）

舩津さん（左）と笹子さん（右）

（
舩
津
さ
ん
）

２
度
目
の
東
海
大
会
出
場
権
を

沼
津
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
厚
見
秀
人

さ
ん
（
本
校
卒
業
生
）
に
よ
り
、

演
題
「
大
災
害
そ
の
時
あ
な
た
は

【
問
合
せ
】

松
崎
高
校
（
４
２
）
０
１
３
１

ど
う
す
る
」
の
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
無
事
で
あ
れ
ば
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
高
校
生
が
活

躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
近

の
大
地
震
や
想
定
さ
れ
る
被
害
の

ビ
デ
オ
を
見
て
、
地
震
が
起
き
た

後
の
対
処
よ
り
地
震
が
起
き
て
も

ケ
ガ
を
し
な
い
事
前
の
対
処
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

「
避
難
所
に
集
ま
る
人
は
皆
被
災

し
た
人
た
ち
で
あ
り
『
避
難
所
に

行
け
ば
何
と
か
な
る
』
と
思
っ
て

い
て
は
い
け
な
い
。
避
難
し
た
人

が
支
援
す
る
主
体
に
な
る
と
い
う

意
識
を
も
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ

れ
た
の
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、

平
成

年
度

２８

後
期
生
徒
会

長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ

新
生
徒
会
に
つ
い
て

陸
上
競
技
部

〇
円
盤
投
げ

２
年
生

舩
津

有
里
さ
ん

〇
ハ
ン
マ
ー
投
げ

２
年
生

笹
子

凜
太
郎
さ
ん

（
共
に
松
崎
中
学
校
出
身
）

陸
上
部

東
海
大
会
出
場
！

９
月

日
２９
創
立
記
念
講
演

１０月２９日「オープンスクール」の様子



毎
年

月

日
か
ら

日
ま
で

１１

１１

１７

の
一
週
間
は
、
「
税
を
考
え
る
週

間
」
で
す
。

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
で
は
、
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、

今
年
も
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象

に
「
税
に
関
す
る
作
品（
ポ
ス
タ
ー
、

習
字
、
作
文
）
」
を
募
集
し
ま
し

た
。今

年
は
、
賀
茂
地
区
の
小
学
校
・

中
学
校
か
ら
習
字
の
部
に
４
４
３

点
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
１
１
１
点
、

作
文
の
部
に
４
７
５
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

松
崎
町
で
は
、
松
崎
小
学
校
か

ら
習
字
の
部
に

点
、
松
崎
中
学

４６

校
か
ら
作
文
の
部
に

点
の
応
募

２９

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
下
記
の

と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

6

静
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
銀
賞

矢

野

優

歌
さ
ん
（
松
小
６
年
）

ゆ
う

か

下
田
市
・
賀
茂
郡
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

北

島

杏

結
さ
ん
（
松
小
６
年
）

あ

ゆ

平
成

年
度
上
半
期
振
興
公
社

２８

管
理
施
設
の
実
績
は
、
昨
年
度
か

じ
か
の
湯
が
休
館
だ
っ
た
花
の
三

聖
苑
と
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
以
外
の

入
館
施
設
で
は
、
伊
豆
南
部
の
多

く
の
観
光
施
設
と
同
様
に
、
入
館

者
が
減
少
し
、
厳
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
は
、
台
風
の

影
響
も
あ
り
、
８
月
と
９
月
は
前

年
度
当
月
対
比
で
減
少
し
ま
し
た

が
、
好
調
な
割
引
プ
ラ
ン
の
継
続

等
に
よ
り
、
宿
泊
者
を
１
０
１
５

人
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
始
め
た
町
民
紹
介

〇
下
田
税
務
署
長
賞

植

松

叶

和
さ
ん（
松
中
２
年
）

と

わ

〇
下
田
市
・
賀
茂
郡
租
税
教
育

推
進
協
議
会
長
賞

吉

長

美

夢
さ
ん（
松
中
２
年
）

み

む

入

賞

作

品

伊
豆
下
田
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

松
崎
町

小
木
曽

由
将
く
ん（
松
小
６
年
）

な
お

と

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

佳
作

松
崎
町

佐

藤

裕

哉
く
ん
（
松
小
６
年
）

ゆ
う

や

松
崎
町
教
育
長
賞

中

江

優

里
さ
ん
（
松
小
６
年
）

ゆ

り

松
崎
町
長
賞

稲

葉

健

太
く
ん
（
松
小
６
年
）

け
ん

た

習

字

作

文

『『
税
を
考
え
る
週
間

『
税
を
考
え
る
週
間
』』

税
に
関
す
る
作

税
に
関
す
る
作
品品

割
引
制
度
で
も
、
１
０
７
０
人
の

お
客
様
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
日

帰
り
入
浴
や
休
憩
（
会
食
等
）
で

も
、
地
元
の
皆
様
に
大
変
多
く
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

９
月
か
ら
は
、
近
年
増
加
し
て

い
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
受
け
入
れ

る
た
め
、「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
応
援
プ

ラ
ン
」
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
も
、
多
く
の
皆
様
に
伊
豆

ま
つ
ざ
き
荘
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
企
画
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

割合
（％）

比較
（人）

前年度
（人）

本年度
（人）

施 設 名

１０９．２％1，０１５１１，０３３１２，０４８宿泊

伊豆まつざき荘

８３．７％△４９２３，０１４２，５２２入浴

１０２．１％６３３，０４４３，１０７休憩

１０３．４％５８６１７，０９１１７，６７７小計

８９．２％△ 1，５３１１４，２２９１２，６９８入館伊豆の長八美術館

８４．３％△ 1，４４２９，１７３７，７３１入館重 文 岩 科 学 校

８３．３％△１，２２７７，３４７６，１２０入館明治商家 中瀬邸

７４．７％△１，１３２４，４７０３，３３８利用民 芸 館

１１８．１％1，９７０１０，８６８１２，８３８利用

道の駅花の三聖苑

４１９．８％９，９９１３，１２４１３，１１５入浴

※かじかの湯は、前年度4/17～9/4休館

平成２８年度 上半期 施設利用状況
振
興
公
社
管
理
施
設
上
半
期
実
績

審

査

結

果

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙
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る
水
害
対
策
は
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
地
震
対
策
は
十
分
に
さ
れ
て

き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
住
民
も

自
治
体
も
被
災
後
に
必
要
な
行
動

が
分
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

〇
伝
え
た
い
こ
と

今
回
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
ほ

と
ん
ど
は
、
昭
和

年
以
前
に
建

５６

て
た
旧
建
築
基
準
法
の
住
宅
で
し

た
。
ま
た
、
家
の
被
害
は
無
く
て

も
塀
等
が
倒
れ
て
い
る
所
も
あ
り

ま
し
た
。

松
崎
町
に
お
い
て
現
在
住
宅
の

耐
震
化
率
は
約
６
割
で
す
。
発
災

後
の
速
や
か
な
生
活
の
再
建
に
は

自
分
の
家
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が

カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

も
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
日
頃
か
ら
訓
練
へ
の
参
加
、

町
の
補
助
金
等
を
利
用
し
た
災
害

に
対
す
る
備
え
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
生
活
環
境
課

渡
邉

一
貴
）

熊
本
地
震
の
災
害
派
遣
職
員
と

し
て
、
５
月
１
日
か
ら
約
１
週
間
、

熊
本
県
嘉
島
町
で
罹
災
証
明
発
行

に
必
要
な
家
屋
の
被
害
認
定
調
査

業
務
に
当
た
り
ま
し
た
。

〇
感
じ
た
こ
と

被
害
認
定
調
査
業
務
を
通
じ
て

住
民
の
方
と
話
し
を
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
皆
口
々
に
「
こ

ん
な
大
き
な
地
震
が
来
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
住
宅
が
倒
壊
す
る
不

安
か
ら
狭
い
車
の
中
に
家
族
で
避

難
し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
熊
本
県
で
は
大
き
な
地
震

の
記
録
は
無
く
、
普
段
起
こ
り
う

再
び
ゴ
ー
ル
地
と
な
る
「
レ
・
サ
ー

ブ
ル
・
ド
ロ
ン
ヌ
」
を
目
指
す
ヨ
ッ

ト
の
ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ス
で
す
。

白
石
氏
は
、
８
月
の
講
演
会
に

て
来
場
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
募
金
や
応
援
旗
と
と
も
に
レ
ー

「ヴァンデ・グローブ」レースの経路

る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

も
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
松
崎
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
声
援
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

倒壊した家屋

海
洋
冒
険
家
の
白
石
康
次
郎
氏

は
、
１
９
９
３
年

月
３
日
、
松

１０

崎
港
か
ら
出
航
し
、

歳
で
当
時

２６

の
史
上
最
年
少
単
独
無
寄
港
世
界

一
周
を
達
成
し
ま
し
た
。
㈱
岡
村

造
船
所
を
は
じ
め
、
町
内
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
応
援
に
見
守
ら
れ
、

１
９
９
４
年
３
月

日
に
松
崎
港

２８

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
も
白
石
氏
と
松
崎
町

と
の
つ
な
が
り
は
続
き
、
今
年
８

月
４
日
、
松
崎
町
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
「
松
崎
町
観
光
大
使
」

を
白
石
氏
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

そ
の
白
石
氏
が
、
こ
の

月
６

１１

日
か
ら
、
最
も
過
酷
な
単
独
世
界

一
周
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
と
言
わ
れ
る

「
ヴ
ァ
ン
デ
・
グ
ロ
ー
ブ
」
に
、

ア
ジ
ア
人
と
し
て
初
め
て
出
場
し

て
い
ま
す
。

「
ヴ
ァ
ン
デ
・
グ
ロ
ー
ブ
」
は
、
フ

ラ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ン
デ
県
・「
レ
・
サ
ー

ブ
ル
・
ド
ロ
ン
ヌ
」
を
ス
タ
ー
ト

し
、
約

日
間
を
か
け
て
単
独
無

８０

寄
港
無
補
給
で
世
界
一
周
を
し
、

ス
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

月

日

１１

２５

現
在
で
は
、

赤
道
を
越

え
て
南
半

球
に
入
り
、

順
位
は
２５

艇
中

位
１３

で
し
た
。

レ
ー
ス

の
様
子
は
、

毎
週
金
曜

日
の
夜
、テ

レ
ビ
朝
日

の「
報
道
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
」で
放
送

さ
れ
て
い

夢
に
向
か
っ
て

～

ヴ
ァ
ン
デ
・
グ
ロ
ー
ブ

出
場
中

～

松
崎
町
観
光
大
使

白
石
康
次
郎
氏

熊
本
災
害
派
遣
体
験
に
つ
い
て



ま
つ
り
の
元
気
は
町
の
元
気
度

月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
、

１１
松
崎
地
区
で
は
、
毎
年
恒
例
の

秋
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
秋
ま
つ
り
で
は
、
伝
承

者
の
方
を
は
じ
め
、
準
備
か
ら

片
付
け
ま
で
を
担
っ
た
若
い
世

代
の
方
、
ま
た
、
ま
つ
り
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
等
、
世
代

を
問
わ
ず
多
く
の
皆
様
が
協
力

し
、
地
域
の
伝
統
を
継
承
し
、

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

松
崎
町
は
少
子
高
齢
化
が

他
市
町
に
比
べ
急
速
に
進
展

し
、
人
口
７
０
２
７
人
の
う

ち
、

歳
以
上
の
高
齢
者
が

６５

３
０
３
１
人
、
高
齢
化
率
は

・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す

４３が
、
秋
ま
つ
り
を
拝
見
し
、

町
の
元
気
度
を
再
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
の
期
間
中
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が

集
ま
り
、
練
習
を
通
じ
、
多
種

多
様
な
会
話
を
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
町

の
将
来
や
子
ど
も
の
将
来
を
考

え
た
会
話
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。「
町
づ
く
り
」
や
「
町
の
活

性
化
」
と
い
う
と
、
難
し
く
自

分
に
は
無
関
心
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
会
話
こ
そ

が
町
を
活
性
化
す
る
起
爆
剤

に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
声
を
施
策
に

反
映
し
て
い
く
の
が
役
場
の

仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
声
を
届
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯８４

１１月６日、那賀の「田んぼをつかった花畑」
で、種まき体験が行われました。参加者は、来
春に向けて６種類の種をまき、作業終了後は、
ひまわり会提供のおにぎりをいただきました。

１０月２５日、「青パパイヤ」の可能性を探る１
日限定のカフェが「ふれあいとーふや。」にオー
プンしました。来場者は、町内外の有志が調理
したパパイヤ料理を味わいました。

１１月８日、「さんさん松崎福祉大会」が行われ
ました。帰一寺住職の講演、カラオケや踊りを
披露する演芸大会等で一日盛り上がりました。

１０月２９日、みどりの少年団と海洋クラブ合同
で、ジオガイドを講師に招き、「ジオ学習会」
を行いました。千貫門や室岩洞では、座学で学
んだ鉱石を実際に見て触る体験ができました。

8

田んぼをつかった花畑「種をまく人」 さんさん松崎福祉大会

MyTownTopics～まちのできごと～

グリーンパパイヤカフェ ジオ学習会
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芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

今
年
で

回
目
を
迎
え
る
安
曇

３４

地
区
の
文
化
祭
が

月
６
日
に
開

１１

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
文
化
祭
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
「
地
産
地
消
で
楽
し
む
・

お
い
し
い
」
を
テ
ー
マ
に
催
し
も

の
を
検
討
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
地
元
大
野
川

小
学
校
児
童
に
よ
る
迫
力
あ
る
太

鼓
の
演
奏
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
を

据
え
、
安
曇
地
区
の
文
化
財
の
発

表
、
舞
踊
発
表
、
子
ど
も
向
け
の

レ
ク
等
を
行
い
、
地
区
内
の
老
若

男
女
を
問
わ
ず
大
勢
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
盛
況
な
中

閉
幕
し
ま
し
た
。

地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
地
元
旅
館
、
企
業
等

か
ら
山
菜
お
こ
わ
、
お
や
き
、
手

作
り
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
ス
イ
ー
ツ
、

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
等
の
販
売
、
Ｊ

Ａ
あ
づ
み
か
ら
は
き
の
こ
汁
の
振

る
舞
い
が
あ
り
、
参
加
者
の
お
腹

を
満
腹
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

各
賞
品
も
地
元
企
業
か
ら
協
賛
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
で
は

参
加
者
が
公
開
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
し

て
会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
湧
き

上
が
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
か
ら
作
り

上
げ
た
文
化
祭
を
よ
り
良
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
層
地
域

の
皆
さ
ん
と
協
力
を
し
て
盛
り
上

げ
て
い
き
、
地
域
活
動
の
発
表
の

場
や
活
性
化
の
場
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

地

域

交

流

通

信

今
年
度
の
駆
除
活
動
の
様
子

を
聞
く
と
、「
対
象
地
区
は
、

被
害
の
状
況
や
動
物
の
生
存
数

を
考
慮
し
な
が
ら
、
年
間
の
活

動
予
定
を
決
め
て
い
ま
す
。
駆

除
は
、
銃
猟
の
免
許
を
持
っ
て

い
る
会
員
約

人
の
協
力
が
必

３０

要
に
な
り
ま
す
。
活
動
は
、
休

日
の
対
応
が
基
本
と
な
り
ま
す

が
、
会
員
は
、
嫌
な
顔
一
つ
せ

ず
対
応
し
て
く
れ
る
の
で
有
難

い
で
す
。
山
に
入
る
と
無
線
で

連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
鹿

や
猪
の
通
り
道
で
待
ち
伏
せ
し

て
駆
除
し
ま
す
。
今
年
は
、
１０

月
ま
で
に
猪
や
鹿
を
４
５
０
頭

以
上
駆
除
し
ま
し
た
が
、
被
害

は
治
ま
る
様
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
駆
除
だ
け
で
な
く
、
皆

が
協
力
し
て
被
害
を
減
ら
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
農
作
物
へ
の
対
策
は
、
隠

れ
家
と
な
る
耕
作
放
棄
地
を
作

ら
な
い
こ
と
、
柵
を
設
置
し
た

ら
時
々
見
回
り
す
る
こ
と
等
が

有
効
な
対
策
に
な
り
ま
す
。
で

き
る
こ
と
は
各
自
で
や
り
な
が

ら
、
並
行
し
て
駆
除
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
今
後
は
、

女
性
や
若
者
の
ハ
ン
タ
ー
も
増

え
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

▲山へ駆除に向かう様子

Profile

かもりょうゆうかいまつざきぶんかい

現在は、３０～７０代の約５０人の会員で銃

猟・わな猟等を行っています。

興味のある方は、役場産業建設課へお

問い合わせください。

（℡ ４２－３９６５）

文
化
祭
の
様
子

賀
茂
猟
友
会
松
崎
分
会

猟
で
町
の
農
業
を
守
る

わ
ざ

検
検
検
検
検
検

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

安
曇
地
区
文
化
祭

賀
茂
猟
友
会
松
崎
分
会
は
、

戦
時
中
か
ら
現
在
ま
で
、
有

害
鳥
獣
を
駆
除
し
、
農
作
物

や
土
地
を
守
る
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

会
員
は
、
多
い
時
は
２
０

０
人
以
上
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
約

人
で
活
動
し
て
い

５０

ま
す
。

平
成

年
か
ら
会
長
を
務

１３

め
る
山
本
眞
與
さ
ん
に
話
を
聞

ま
さ

よ
し

く
と
、「
最
近
の
動
物
は
小
さ

い
時
か
ら
エ
サ
が
な
い
た
め
里

で
育
ち
、
人
に
も
慣
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
農
作
物
へ
の

被
害
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
学
習
能

力
が
高
く
、駆
除
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

NNo.2No.244
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，０２７人（－６人）

男 ３，３３１人（±０人）

女 ３，６９６人（－６人）

世帯数 ３，０１９戸（＋３戸）

転 入 ８人 転 出 ９人

出 生 ３人 死 亡 ８人

（平成２８年１０月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
六
年
十
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

三

一

号

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１１００月届出分月届出分））

人身事故 ３件 （＋２）

物損事故 １１件 （＋６）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ３人 （＋２）

平成２８年１０月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

石

田

安

江

中

村

宣

子

飯

野

ふ

さ

堀

岡

洋

子

山
本
智
恵
子

里
山
の
緑
深
ま
り
日
び
眺
む

野
鳥
さ
え
ず
り
蛙
雨
知
ら
す

つ
ま
み
上
げ
た
る
手
の
甲
の
皮
が
い
つ
ま
で
も

戻
ら
ず
一
の
字
に
な
り
て
ゐ
る

還
暦
を
む
か
へ
た
る
息
の
祝
盃
は

こ

水
入
ら
ず
が
よ
し
親
子
二
人
で

ゆ
ふ
す
げ
の
咲
け
る
岬
を
の
ぼ
り
く
る

海
よ
り
の
風
に
透
け
る
思
ひ
す

肉
厚
の
ち
ひ
さ
き
手
の
平
船
大
工
の

亡
父
に
似
て
を
り
恰
好
の
わ
る
し

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

力７１中 村 絋 子江奈１

信 治９０美澤ますゑ雲 見

博 志９０山 導 睦 男西 区

繁 樹８８鈴木キクエ石 部

忠 行７１石 田 初 枝江奈２

おくやみ申し上げます（死亡）

保護者性別名 前地 区

保 坂 亮 三女実 里
みの り

江奈４

堀 田 宏女紬 喜
つむ ぎ

宮 内

太 田 勇 作男誠
まこと

峰 輪

おめでとうございます（出生）

菊池 晃樹くん
こう き

（金沢）

小林 周平くん
しゅうへい

（江奈２）

ピ
カ
ピ
カ

キ
ッ
ズ

煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙

煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙
煙煙

煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙

煙煙煙
煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙
煙煙煙

煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙
煙煙

煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙

煙煙煙
煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙
煙煙煙

煙煙
煙煙煙煙
煙煙煙煙
煙煙煙煙
煙煙煙煙

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課

（
４
２
）
３
９
６
６

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
偶
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

３
歳
児
健
診
で
「
虫
歯
」
が
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

土屋 孝介くん
こう すけ

（八木山）

美橋 虹子ちゃん
に こ

（江奈２）

藤井 龍牙くん
りゅう が

（江奈２）

山崎 麗愛ちゃん
れい あ

（櫻田）

山本 雅広くん
ま ひろ

（船田）

山本 翔葵くん
と あ

（中村）


